
～「自己評価シート」（神奈川県介護支援専門員資質向上研修事業）について～
（及び「ケアマネジャーの成長ステップと実習形式の研修体系」「介護支援専門員研修記録」について）
＜「自己評価シート」　記入について＞

· 研修決定通知書類一式とともに送付されたシート各項目にレ点でチェックし、研修初日の受付時に1枚提出します。（残りの1枚は自分の手元に残します）

· 自己評価の尺度を参考にⅠ～Ⅳ段階について、現況の到達点を項目に沿って記入することで、実践内容の振り返りと自己評価の機会とします。

· 実際に該当項目に直面していなかったり、業務についていない等の場合は（Ⅰ）を選択して下さい。

· 判断に迷う時は、どちらかといえばできている、できていない、で判断してください。大切なのはその次の研修の機会に、ステップアップできているかいないかが評価・確認することです。

· 原則的に、法定研修ごとに記入作成します。
＜「自己評価シート」　活用方法＞
· 「自己評価シート」および「ケアマネジャーの成長ステップと実習形式の研修体系」「介護支援専門員研修記録」は一体的に使用・活用できます。時系列で、記入作成・ファイルし、所属先が変わったとしても、経験年数に応じたスキルアップが継続できることになります。
・「ケアマネジャーの成長ステップと実習形式の研修体系」

介護支援専門員として経験年数に応じたスキルアップを図るため、法定研修毎に研修参加目的意識、達成目標をもって研修にのぞみ、生涯研修体系を意識し受講することができます。

・「介護支援専門員研修記録」

介護支援専門員の資格取得をした時点から、資格更新に必要な手続きや法定研修などの管理を自ら行うことができます。

· 全ての様式は神奈川県介護支援専門員協会のＨＰhttp://www.care-manager.or.jp/　からダウンロード可能です。

＜「自己評価シート」　使用目的＞
法定研修ごとに自らの介護支援専門員としての成長を確認するとともに、更に実践で不足している知識や技術を身につけるために、自らが何にどう取り組めばよいのか、継続学習や実践のヒントを得ることができます。
また、このシートは神奈川県内の研修機関で統一された評価表です。県内で実施される介護支援専門員資質向上研修がより有効で効果的なものとなりますよう、データを集計し、次年度以降の研修企画に際し運用・活用いたします。
＜「自己評価シート」　作成経緯＞

「介護支援専門員の質の維持・向上を目指すためには、介護支援専門員自身が生涯研修体系における研修目的や目標を理解した上で、更に、自らが獲得・確認すべき達成度や習熟度または満足度など、経験年数のみによらずに、質を自己評価できるシステムが必要である。」

（『平成２３年介護支援専門員資質向上研修事業における介護支援専門員現任研修改善に向けた検討及び提案について』神奈川県介護支援専門員協会）
作成　神奈川県介護支援専門員現任研修等支援会議

